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して 695年以降 7回にわたって簒奪が繰り返された「内乱の 20年」（とくにそ
の後半）の間が提示される。この時期に首都の地方に対する統制力が弛緩した
ことで、テマ将軍は事実上の軍民両権を掌握した。そして、ほぼ毎年のように
繰り返されるイスラーム軍の小アジア侵攻により、この異常事態は継続される
こととなった。このようにしてテマ制は形成されたという。
全十章での考察を踏まえた展望として終章は、8世紀以降のテマ反乱には主
導権がテマ将軍ではなく将兵にあったと考えられる事例がいくつか存在したこ
と、そして、テマの将兵は基本的に現地徴募であったがゆえに、反乱を引き起
こす将兵の意向とは小アジアの住民の意向でもあった可能性に言及する。
本書は、テマの成立や発展を特定の皇帝の改革に帰する姿勢を否定し、漸次
的な過程としてレオン 3世以降の「小アジアのテマ軍団に支えられた政権」が
8世紀末のエイレネ政権以後揺らぎ、姿を消すまでを描き出した力作であり、
テマ制の起源論争に正面から挑んだことも大いに評価されるべきである。
その一方、今後の展望ではテマ反乱が持つ地域の反乱としての側面を強調し
ているが、そうであるならば、テマの将兵が自分たちの指揮者を皇帝として歓
呼し、首都コンスタンティノープルを目指し進軍する理由について説明する必
要があるだろう。また著者も述べているように、本書の主張は史料不足を推測
で補っている面がしばしば見受けられる。だがこの点については、印章資料や
考古資料あるいは非ラテン・ギリシア系の記述史料と比較対照することで、よ
り精度の高いものとなっていくのではないだろうか。
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